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国際学術会議（ISC）等の調査報告書 「学術関係組織におけるジェンダー平等に向けて―評価と提言」 において、
日本学術会議が世界で最も女性参画が進んだ学術アカデミーの一つとして紹介されました

2026年2月、国際学術会議（ISC）、インターアカデミー・パートナーシップ（IAP）及び「科学における男女平等常設委
員会（SCGES）」は、学術関連組織におけるジェンダー平等の現状を検証した報告書を公表。

調査は、136の学術アカデミー（academies）・国際科学連合（International Scientific Unions）を対象に、約
600人の科学者からの回答を組み合わせたデータに基づき、学術関連組織における女性の参画状況を世界規模で評価。

女性研究者は世界の科学者全体の約31%を占める一方で、日本学術会議など「ナショナル・アカデミー」の会員に占める割
合は平均19%前後と低く、理事や会長職への登用も限定的。

ジェンダー平等に関する方針や取組は広がりつつあるが、制度としての定着は十分ではないといった点も指摘。

2026年2月11日に公表
された調査報告書

調査報告書の概要

日本学術会議について、ケース・スタディ1において「女性会員比率が約39%に達し、世界で最も女
性参画が進んだ学術アカデミーの一つである。」として、2005年の推薦方法変更等の取組を紹介。
他機関への示唆として以下の３点が挙げられた。

① 国家レベルの政策枠組は、制度改革や内部
ガバナンスの変更を促すための前提条件として
機能し、改革を推進する力となり得る。

② 推薦プロセス及び推薦母集団の構成に踏み込
む改革は、女性の代表性(representation)を
向上させる上で極めて重要となり得る。

③ 任期制の導入など、会員の入替えを可能にする
仕組みは、代表性の変化を加速させる効果を持
ち得る。

紹介された日本学術会議の取組
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